
科学研究費助成事業　　研究成果報告書

様　式　Ｃ－１９、Ｆ－１９、Ｚ－１９ （共通）

機関番号：

研究種目：

課題番号：

研究課題名（和文）

研究代表者

研究課題名（英文）

交付決定額（研究期間全体）：（直接経費）

１７３０１

基盤研究(C)

2014～2012

バウハウス以前の工房教育についての研究

Pre-Bauhaus Workshop Education in Germany

７０３４２４２５研究者番号：

針貝　綾（HARIKAI, Aya）

長崎大学・教育学部・准教授

研究期間：

２４５２０１６２

平成 年 月 日現在２７   ６   ９

円     2,400,000

研究成果の概要（和文）： 本研究の目的は、19世紀末から1919年のバウハウス創設までのドイツにおける、工房教育
による美術工芸の教育改革や新しい美術工芸教育の試みについて明らかにすることにある。
　本研究では特にシュトゥットガルト教育実験工房や応用自由美術教育実験アトリエの綱領やカリキュラム、教育の実
態について調査研究を行った。それにより、本研究ではミュンヘン手工芸連合工房に関与した芸術家たちがそれらの教
育施設の設立、綱領やカリキュラム、創成期の教育に深く関与し、工房教育概念の導入により美術工芸教育の改善を試
みたことを検証した。

研究成果の概要（英文）： This study aims to clarify ideas and details of workshop education for artistic 
handicrafts in Germany from the end of the 19th century to the year of the founding of the Bauhaus(1919).
 The study includes an investigation of programs and curriculums etc. of the Wuerttemberger Royal 
Teaching and Research Studio in Stuttgart, and the Teaching and Research Ateliers for Fine Art and 
Applied Art in Munich. As a result of this research, it is revealed that the artists, who worked in the 
United Workshops for artistic handicrafts in Munich, having settled in those facilities, played a great 
role in designing the programs and the curriculums, and in reforming the education of artistic 
handicrafts by means of the introduction of concepts of workshop education.

研究分野： 人文学（美学・美術史）
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１．研究開始当初の背景 

 筆者は平成 20～22 年度科学研究費補助金

（若手研究（Ｂ））「近代ドイツにおける美術

工芸工房の比較研究」において，19 世紀末か

ら 20 世紀初頭にかけて，ドイツ各地に相次

いで設立された美術工芸の「工房」の「制作

の場」としての側面に注目し，「工房」にお

いて制作された作品とその万国博覧会や美

術展における展示について研究を行ってき

た。この研究を行う中で，筆者は工房には本

来「教育の場」としての機能があり，「工房」

の存続には教育工房の存在が不可欠である

との認識に至った。また，筆者は近代ドイツ

の美術工芸の諸工房に図案家として関わっ

た多くの芸術家たちが後に美術工芸学校や

工科大学の教員となって教育改革に携わる

一方，ドイツ工作連盟の創立会員となって，

その綱領に後進教育の重要性を説く項目を

組み込んだことに注目した。 

そこで，本研究では近代ドイツの美術工芸

の諸工房，とりわけミュンヘン手工芸連合工

房とドイツ手工芸工房に図案家として関わ

った主要な芸術家たちの，美術工芸のための

教育施設における工房教育による教育改革

について研究を行うこととした。 

 

２．研究の目的 

 本研究は，19 世紀末からバウハウス創設ま

でのドイツにおいて試みられた美術工芸の

工房教育について，その教育理念やカリキュ

ラム，実際の教育内容等について明らかにす

ることを目的として調査研究を行った。 

 

３．研究の方法 

本研究では特にミュンヘン手工芸連合工

房とドイツ手工芸工房の図案家たちの各地

の美術工芸の教育施設での教育改革への関

与に着目し，ドイツ手工芸工房附属工芸専門

学校・教育工房，応用自由美術教育実験アト

リエ，シュトゥットガルト王立教育実験工房

の綱領や年次報告書等の資料により，設立の

経緯や教育理念，カリキュラムや工房教育の

実態について検討した。 

 

４．研究成果 

（１）シュトゥットガルト教育実験工房 

シュトゥットガルト教育実験工房につい

ては，2010 年にエッケハート・マイが著書『19

世紀ドイツ美術アカデミー：伝統とアヴァン

ギャルドの間の芸術家教育』第８章「90 年

代：ゼツェッションと前衛芸術」の中でワイ

マール，ブレスラウと並ぶ美術アカデミー改

革のひとつのモデルとして取り上げている

（註１）。また，2011 年にはウルリーケ・ビ

ュットナーが論文「1896-1933 年の美術工芸

学校」（ニールス・ビュットナー，アンゲラ・

ツィーガー編『シュトゥットガルト造形美術

アカデミー250 周年』カタログ）の中で，同

造形美術アカデミーの前身のひとつとして

シュトゥットガルト教育実験工房に言及し

ている（註２）。以上の先行研究を踏まえ，

本研究ではシュトゥットガルト文書館及び

ヴュルテンベルク州立博物館等においてシ

ュトゥットガルト教育実験工房の綱領や年

次報告書等の資料を収集し，同工房の設立の

経緯やカリキュラム等についてミュンヘン

手工芸連合工房との関係に注目しながら検

討を行った。 

シュトゥットガルトのヴュルテンベルク

王立美術工芸学校教育実験工房（Lehr- und 

Versuchswerkstätte der Königlichen Württem- 

bergischen Kunstgewerbe-schule zu Stuttgart. 以

下，シュトゥットガルト教育実験工房と呼

ぶ）は，1901 年にヴュルテンベルク王立美術

工芸学校の独立部門として設置された美術

工芸のための教育実験工房である。 

ヴュルテンベルク王ヴィルヘルム２世

（Wilhelm II. Von Württemberg, 1848-1921）は，

芸術家支援を通じた地域産業活性化を目指

した。その際，彼はヴュルテンベルク王立美



術工芸学校教授カルクロイト伯とグレーテ

に助言を求めた。彼らはヘッセン大公エルン

スト・ルートヴィッヒによるダルムシュタッ

ト芸術家コロニーの芸術性を高く評価した

が，その生産体制や後継者の問題を指摘し，

ミュンヘン手工芸連合工房のシュトゥット

ガルト移転をヴィルヘルム２世に提言する。

同工房のシュトゥットガルト移転は頓挫し

たが，その案はシュトゥットガルト教育実験

工房構想の礎となった。 

シュトゥットガルト教育実験工房は，ヴュ

ルテンベルク王立美術工芸学校内に 1901 年

12 月 9 日に創設された。教育実験工房の最初

の主任教員として，ミュンヘン手工芸連合工

房の創立会員であり，事務長であったフラン

ツ・アウグスト・オットー・クリューガー

（Franz August Otto Krüger, 1868-1938）と，同

工房の創立会員のひとりであるベルンハル

ト・パンコック（Bernhard Pankok, 1872-1943）

がミュンヘンから招聘され，クリューガーが

教育実験工房の初代施設長となった。 

まず 1901 年末に家具工房が刑務所

(Zuchthaus)内に完成し， 1902 年 1 月 15 日に

工房教育が開始された（註３）。また，ゼー

ネフェルダー通りにいくつかの作業室と木

材工房が開設された（註４）。1901-1902 年度

の年次報告書には生徒が金属工房とその他

の美術工芸の工房に所属した記録があるこ

とから，家具工房完成後 1901-1902 年度冬学

期の間に教育実験工房には金属工房とその

他の美術工芸の工房も開設されたと推察さ

れる。教育実験工房は広く美術工芸の教育と

芸術的な美術工芸の図案と原型の制作を目

指し、その後 1905 年には陶磁器工房（図１），

1912 年にはカーペット工房が増設された。 

授業は工房ごとに，自然研究，応用製図，

すなわち図案と専門製図，工房制作が行われ，

価格計算の授業や研修旅行は工房共通に実

施された。教育実験工房でも形態の造形把握

力を高め，図案のためのモチーフを研究する

ことを目的として，自然研究では裸婦や動物，

植物，標本等をモチーフとしたデッサンや彫

塑といった基礎的な実技が行われた。また，

「美術工芸の材料についての講演」では美術

工芸の材料の取り扱い，「価格計算，簿記等」

では為替手形や産業活動についての法的な

規定についても教授されることになってい

た。研修旅行については，美術館や博物館，

企業の見学が実施された。 

最初の教育実験工房の綱領には同工房の

事務長を務めていたクリューガーが作成に

深く関与し，教育実験工房での美術工芸教育

にはミュンヘン手工芸連合工房の工房教育

の理念が色濃く反映されていたと推察され

る。教育実験工房は 1913 年にはローラ・エ

ーベルハルト教授率いる刺繍，ボビンレース

編みとバティック工房を含む女性部門とハ

フナーの教育工房，本の印刷・装丁部門が新

設された後、美術工芸学校と統合されるに至

り，連合工房よりも充実した，教育工房にな

ったと考えられる。 

 

 
図１《陶磁器部門機械室，シュトゥットガルト教

育実験工房》1907 年頃 

 

（２）応用自由美術教育実験アトリエ（デプ

シツ・シューレ） 

応用自由美術教育実験アトリエについて

は，ヘルガ・シュモル・アイゼンヴェルスが

論文「ミュンヘンのデプシツ・シューレ：応

用自由美術教育実験アトリエ，ヘルマン・オ



プリストとヴィルヘルム・フォン・デプシツ，

ミュンヘン」（1977 年）の中ですでに詳細な

研究を行っている（註６）。先行研究を踏ま

え，本研究では『装飾芸術』誌に掲載された

オプリストの文章「応用自由美術教育実験ア

トリエ」等の資料を検討し，ミュンヘン手工

芸連合工房との関係に着目しながら応用自

由美術教育実験アトリエについて再考察を

行った（註７）。 

ミュンヘンのユーゲントシュティルを牽

引し，手工芸委員会の委員としてミュンヘン

手工芸連合工房の設立に関わったヘルマ

ン・オプリスト（Hermann Obrist, 1862-1927）

は，ヴィルヘルム・フォン・デプシツ（Wilhelm 

von Debschitz, 1871-1948）とともに 1902 年ミ

ュンヘンに美術工芸のための学校「応用自由

美 術 教 育 実 験 ア ト リ エ 」（ Lehr- und 

Versuchs-Ateliers für angewandte und freie 

Kunst）を設立した。 

応用自由美術教育実験アトリエでまず基

礎教育として生徒たちが学んだのは，従来美

術アカデミーで行われていた古典古代の彫

刻の石膏デッサンや美術工芸学校で行われ

ていた古典的な美術工芸の優品の模写では

なく，人体のデッサンやモデリング，そして

自然のデッサンにより自然の本質を掴み取

ることから発想する美術工芸の図案制作な

どの実技，および解剖学であった。その後，

専門教育として各種工房に分かれ，自分たち

が制作した図案を様々な素材で制作する技

術を身に付けた。工房には，金属工房，陶・

鋳造工房，スタッコ工房，建築造形工房，グ

ラフィック工房，家具工房，写真工房等があ

り，生徒はそれらの工房を自由に選択し，工

房を行き来することができた。 

基礎教育の内容や素材別の工房に分かれ

て専門教育を受ける所など，応用自由美術教

育実験アトリエとバウハウスのカリキュラ

ムの類似点は多い。この点が 1906 年にワイ

マールに設立され，ヴァン・ド・ヴェルドが

校長を務めた大公立美術工芸学校とともに，

応用自由美術教育実験アトリエがバウハウ

スの先駆的な組織と捉えられる所以である。

実際，バウハウスの校長の人選を行ったヴァ

ン・ド・ヴェルドはオプリストと，バウハウ

スの初代校長であるグロピウスはデプシツ

と交流があり，彼らが応用自由美術教育実験

アトリエの教育に強い関心を寄せていたこ

とが判っている。そうした交流を通して，応

用自由美術教育実験アトリエの教育理念と

カリキュラムが直接間接にバウハウスに影

響を与えた可能性も考えられよう。 

オプリストは難聴の悪化により，1904 年に

は引退せざるをえなくなったが，彼の理念を

受け継いだデプシツが学内に商業施設とし

ての工房や展示室を開設し，学外のいくつか

の工房と契約することで応用自由美術教育

実験アトリエでは活発に工房教育が展開さ

れた。こうした工房を中心とする工芸教育が

ミュンヘン手工芸連合工房の中心的なメン

バーの考え方と共通しており，ミュンヘン手

工芸連合工房に関わる活動の中で培われ，そ

のメンバーたちが共有していた工房教育の

理念がオプリストを通じて応用自由美術教

育実験アトリエに反映されたと考えること

もできるだろう。 

 

以上の教育施設の他にも，ミュンヘン手工

芸連合工房に図案家として関わった芸術家

たちはドイツ各地の美術工芸の教育施設に

おいて工房教育による教育改革を行ってお

り，その教育内容についてはまだ解明される

べき課題が残っている。バウハウス以前の工

房による美術工芸教育の改善については，今

後も引き続き調査研究を行っていきたい。 
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